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紀伊半島直下沈み込みプレート境界周辺の比抵抗構造

Electrical resistivity structure around the subducting plate beneath the Kii peninsula
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紀伊半島直下には、西南日本に沈み込むフィリピン海プレートが存在し、このプレート沈み込みに伴う現象と考えら
れている深部低周波微動も発生している。この深部低周波微動は、沈み込むプレートの深さ等との相関がみられること
から、その発生原因に関してはまだ完全に解明されているわけではないが、沈み込むプレート周辺に存在する深部流体
の動きに関係するものと推測されている。

紀伊半島下の比抵抗構造に関する広帯域MT観測を用いた観測研究は、Fuji-ta et al.(1997)や Umeda et al.(2006)などが
あり、Network-MTを持いた紀伊半島下の比抵抗構造に関する研究は最近では Yamaguchi et al.(2009)によるものがある
が、我々も、深部低周波微動発生域周辺の比抵抗構造をイメージングし、深部流体の分布を明らかにするために、2004
年からMT 法を用いた電気比抵抗構造探査を行っている。2004年に実施した長周期MT 観測の解析結果については、す
でに 2005年秋の SGEPSS大会で報告し、また、2005年の広帯域MT 観測に関しての解析結果については、すでに 2006
年の連合大会、秋の SGEPSS大会で報告している。また、これら広帯域MT データをもとに、ノイズのため長周期側の
探査データを長周期 MT、および Network-MTのデータを使用して補完し可能な限り深部までの 2次元比抵抗構造を求
めた解析結果については、すでに 2007年の連合大会で発表している。

この統合探査曲線を用いたインバージョンを行って得た 2次元比抵抗構造によれば、40km程度までの比抵抗構造分布
が得られ、低周波微動発生域では低比抵抗になることが明らかになると共に、通常の地震の震源も比抵抗構造の境界と
良い相関を示しながら分布していることが明らかになっている。

発表では、他の研究グループの成果を踏まえつつ、紀伊半島南部地域直下での沈み込みプレート境界周辺の比抵抗構
造の特徴に関して紹介する。


